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都市（地理）データ ｘ オープンデータ ->
データ駆動型の都市管理（マネジメント）︖

• COVID-19で⼈々の⽣活スタイル・空間⾏動も⼤きく変化
• なぜ都市に関わるデータが都市デザインに求められるか︖

– ”スマートシティ”や”デジタルツイン”の実現には、どのようなデータ基盤
（標準化）やプラットフォームが必要になるのか︖

– 誰が都市を管理（マネジメント）するのか︖データ活⽤・市⺠参加のデザイ
ンへの模索
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COVID-19禍での都市計画・都市デザインとは
• COVID-19の都市研究・約140本をレビュー︓（1）環境の質、（2）社会経済的な

影響（3）管理とガバナンス（4）交通と都市デザインの4つの主要なテーマの存在
を指摘。初期段階では(1)のロックダウン時の環境改善に関する分析が多い

• 都市ガバナンス︓地⽅⾃治体による経済⽀援・緊急時対応計画(MEP)の重要性
• 交通︓⾃家⽤⾞や⾃転⾞・徒歩利⽤の増⼤ -> サイクリスト⽂化の促進
• 技術主導型アプローチ︓封じ込めに⼀定の効果。個⼈の⾏動履歴はプライバシー保

護と透明性への懸念（中国・インド）。リアルタイム地理情報の公開は◎（英国）
• Human-drivenアプローチ︓匿名化された時空間マッピング（韓国）・市⺠との双

⽅的なコミュニケーションや、どのようなデータが必要か＆利⽤⽬的の開⽰
→「データ」は第⼀＋両アプローチの適切な組み合わせが必要

Ayyoob Sharifi, Amir Reza Khavarian-Garmsir: The COVID-19 pandemic: Impacts on cities and major lessons for urban 
planning, design, and management, Science of The Total Environment, 749, 2020, 142391, 
https://doi.org/10.1016/j.scitotenv.2020.142391

https://doi.org/10.1016/j.scitotenv.2020.142391


データ駆動型社会に対応したまちづくりに関する勉強会 42021/02/05

COVID-19と都市デザイン（Social Distancingの定量化）
⻑期的にある程度の距離を保って⽣活する必要があるとすれば，

それは都市の形を変えることになるだろう（Batty,2021)

Sidewalk Widths NYC

https://www.sidewalkwidths.nyc/
https://www.nytimes.com/interactive/2020/03/2
3/opinion/coronavirus-economy-recession.html

https://doi.org/10.1177%2F2399808321989131
https://www.sidewalkwidths.nyc/
https://www.nytimes.com/interactive/2020/03/23/opinion/coronavirus-economy-recession.html
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世界的潮流: ⾃治体や地域単位でデータを公開
⾏政の現状をモニタリング＆将来計画などに活⽤

https://zola.planning.nyc.gov/

https://www.dublindashboard.ie/ https://www.portlandmaps.com/

5https://www.greater.sydney/dashboard

https://zola.planning.nyc.gov/
https://www.dublindashboard.ie/
https://www.portlandmaps.com/bps/mapapp/maps.html
https://www.greater.sydney/dashboard
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都市データによるデジタルツイン化と先端的な参加型まちづくり
→形状＋属性データの標準化によりシミュレーションや将来予測に

6
Dembski, F.; Wössner, U.; Letzgus, M.; Ruddat, M.; Yamu, C. 
Urban Digital Twins for Smart Cities and Citizens: The Case 
Study of Herrenberg, Germany. Sustainability 2020, 12, 2307. 

Kilsedar, C.E.; Brovelli, M.A. Multidimensional Visualization and 
Processing of Big Open Urban Geospatial Data on the Web. 
ISPRS Int. J. Geo-Inf. 2020, 9, 434. 
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デジタルシティ構築プロジェクト
https://www.digitalsmartcity.jp

• Seto, T., Sekimoto, Y., Asahi, K. and Endo, T.: Constructing a Digital City on a Web-3D Platform: Simultaneous and consistent 
generation of metadata and tile data from a multi-source raw dataset. Proceedings of the 3rd ACM SIGSPATIAL International 
Workshop on Advances on Resilient and Intelligent Cities (ARICʻ20), 9 pages, 2020.11 
https://doi.org/10.1145/3423455.3430316

• 瀬⼾寿⼀・関本義秀・朝⽇孝輔・遠藤隆浩「多次元データと外部データ連携を融合させた地⽅都市におけるデジタルシティ基盤の構築」、
地理情報システム学会講演論⽂集、29、10p. 、2020.10

• 瀬⼾寿⼀「都市のデータ化と地理空間情報」、電気学会誌、141 (1)、pp.23-26、2021.01. 
https://doi.org/10.1541/ieejjournal.141.23

https://www.digitalsmartcity.jp/
https://doi.org/10.1145/3423455.3430316
https://doi.org/10.1541/ieejjournal.141.23
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基礎⾃治体におけるデジタルシティ化
→出来る限り「マッピング」して地域の共通イメージ＆アイデアを想起させる

デジタル裾野
⾯積︓ 138.4 km²

⼈⼝︓ 5.1万⼈

デジタル南砺
⾯積︓ 668.6 km²

⼈⼝︓ 4.8万⼈

https://www.digitalsmartcity.jp/susono-city/

https://www.digitalsmartcity.jp/nanto-city/

デジタル千葉
⾯積︓ 271.8 km²
⼈⼝︓ 98.1万⼈

https://www.digitalsmartcity.jp/chiba/

AIGIDデジタルシティサービスとしてサービス化も
http://www.digitalsmartcity.jp/
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公共交通レイヤの動的表⽰︓
（デジタル裾野︓すそのーる/富⼠急シティバス）
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「デジタル裾野」 掲載データ（抜粋）
オープンデータとしてダウンロード可能なデータ+⺠間データも。2020年4⽉13⽇時点

分類 データセット ファイル形式 ファイル数 合計サイズ

背景データ
航空写真（裾野市） GeoTIFF 257 13.4 GB
建物形状（ゼンリン） Shapefile 1 1.98 GB

点群データ
3次元点群データ
（静岡県PCDB, Virtual 
Shizuoka）

LAS 5 12.01 GB

地物データ
（点・線・⾯）

公共施設（裾野市） CSV 7 50 KB
道路網（裾野市） Shapefile 2 1.1 MB
路線索引図（裾野市） Shapefile 2 100 KB
鉄道 (国⼟数値情報) GeoJSON 2 810 KB
都市計画（裾野市） Shapefile 8 635 KB

⾏政界（裾野市） Shapefile 1 470 KB

防災計画（裾野市・静岡県) Shapefile 21 2.1 MB

流動データ

すそのーるバス
（市営・富⼠急シティバス） GTFS 14 200 KB

企業取引（⺠間A社） CSV 3 560 KB

⼈の流れデータ（東⼤CSIS） CSV 2 149.8 MB
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デジタル◯◯の使い途
データ活⽤の地域実装を⾃治体とともに: 

「市⺠協働型まちづくりデジタルコミュニケーション
研究会（南砺市・裾野市）」における

市⺠協働のワーキンググループ活動で活⽤

邰ꄇ䄫Code for Japanր٭ِظ؜ؓذ٭ظց璡׵כ鵽䯥
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デジタル裾野研究会における
データを駆使したワーキンググループ活動例

WGಾ 2020૙ੇᶞᷗ᲼Ḏ᳉ഛ৺᳊ 

公共施ࡷ 

My City forecastᶴᷪᷛᷢḎ࠸೮ᶚᶙ市ಱᶛ視覚ਘᶛࣀᵸᶻ
ᷧ᲼Ḏ᷂௿യᶇᶖ公共施ࡷᶞ現状ᶚᶙᶛᶔᵴᶖ啓ଷᶉᶻᷢ᷉Ḗ
Ḃ᲼ᷩ᷆Ḗ᷂ᷓ開催ᶇᲢ開催ࢦ後ᶗᲢ市ಱᶞ公共施ࡷൖയᶞ実प
ᶴ公共施ࡷᶞ最ਚ൥ঁᶛᶔᵴᶖᶞ考ᵸᶛᶔᵴᶖᲢ意識క化ᶞഋವ
᷂ᶟᵻᶺᲢ市ಱᵼ重視ᶉᶻ最ਚଅঈᶞഃࢀ順位᷂ೀ確ᶛᶉᶻᲣ 

公共交ড় 

現状᷂ੳᶮᵸᶏ具ढਘᶚ最ਚᶚ公共交ড়᳉ᷳᷜᲢਢઇᲢ᷍Ḗᷪḁ
Ḗᷬ᳊ᶞ運行計画᷂ᷭᷚ࠮ḍ᷍策৺ᶇᲢ市ಱᶞ意見᷂௽ᵿᶏᶱᶞ
ᷢ᷉ḖḂ᲼ᷩ᷆Ḗ᷂ᷓ開催ᶉᶻ᳉ೈ許ᶞచ૦൤ᶴಱ間࣭迎ᷳᷜᶚ
ᶙᶞ各種ᷴḌḄ᲼ᷢ᲼ᶲ考൴ᶗᵽᶼᶠ᳊Უ 

൥ঁਚࡍ化 
᷉᲼᷹ḖᲦᷚᷩ᷆ᶨᶞ交ড়需വᶴ࠸೮駅Ტ岩૲駅Ტ߶අঁ域ᶞੂ
市機૧ഔ੿ᶴ居住ഔ੿ᶚᶙ᷂ੳᶮᵸᶖᶮᶑᶕᵿᶺᶞയੁ᷂ࡷ৺ᶉ
ᶻᲣ 

産業Ღ観光 ᷉᲼᷹ḖᲦᷚᷩ᷆ᶛ඼੼ᶇᶏ産業ਬ換ᶴᲢ観光関඼ᷘ᲼ᷜ᷶ᶞḀᷩḖᷚḆḎḁ᷺᷂ᷦ作ࡆᶉᶻᲣ 

ઇස 
My city report੧ᶞ自੼ए傷জ出機૧᷂使ᶓᶏઇසए傷状況ᶞ୅
৺᳉集計᳊᷂行ᵴᲢૈ常ਘᶚ苦情ᶴ交ড়事故ᶞక化具合᷂計ऀᶉ
ᶻᶘᶘᶲᶛᲢ根拠ᶞᵲᶻઇස修ࢬ計画᷂策৺ᶉᶻᲣ 

研究会␀⏯⏾今૙ੇ೜ښ⏱␿⌤⑶ 

9 
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様々なデータが「地図」を介して誰でも活⽤できる環境に︖
→ 地域社会の将来を予測して対策するには多様な主体の協働が必要

Ｘ 主要施設へのアクセシビリティ分析 ＝ 交通需要の評価

X 各種ゾーニング(都市計画データ）X 新規施設・地区計画 ＝ 将来の都市計画

Ｘ 病院・介護福祉施設 X 地域の⾼齢化 ＝ 地域医療の場の確保・・・などなど

Ｘ ハザードマップデータ X 3D建物モデル ＝ 地区単位での影響⼈⼝の算出や
避難所の適正配置の検討

Ｘ 公共施設 X 公共交通（動的データ） ＝ 主要施設へのアクセシビリティ

X 観光施設 X 休⽇の⼈の流れ ＝ イベント等における適切な誘導

X ⼦育て関連施設 X 若年⼈⼝⽐率 X バリアフリー ＝ 親⼦で通える場所の整備
・・・などなど

現在の地域を把握する︓各種統計データ

将来の地域を想像する︓ 将来の（⼈⼝）推計データ
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「シビックテック」
市⺠が主体となって（オープンな）情報技
術やデータを通じて地域課題や社会課題の
解決を⽬指す活動

Knight Foundation (2013): The Emergence of Civic Tech: Investments in a Growing Field
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80
(2019.03 Code for Japan調べ）
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東京都 新型コロナウイルス感染症対策サイト
アジャイル型開発＆Githubでオープンソース化
→各県版のサイトも有志（Code for X）が開発に関与

https://stopcovid19.metro.tokyo.lg.jp/

https://stopcovid19.metro.tokyo.lg.jp/
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テイクアウトマップの作成・データ標準化
(有志団体+Code for Japan）

https://www.code4japan.org/activity/open_eats_japan
https://github.com/codeforjapan/OPEN-EATS-JAPAN

https://www.code4japan.org/activity/open_eats_japan
https://github.com/codeforjapan/OPEN-EATS-JAPAN
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加古川市 市⺠参加型合意形成プラットフォームdecidim
（加古川市＋Code for Japan)

• 対⾯での集会・説明会が世界的
に困難→オンラインの市⺠エン
ゲージメント⼿段の模索

• ⾏政からの提案に対して市⺠か
らの質問やさらなる意⾒等が
オープンに共有され直接フィー
ドバックできる議論の場として
機能

• アイデア収集ー意⾒収集ーパブ
リックコメント等，異なる
フェーズ（段階）ごとに設定が
可能→議論の中⾝だけでなくプ
ロセスも視認化

• フィードバックサイクルを回す
ことが重要（関，2020)

https://www.nichibenren.or.jp/library/pdf/activity/international/library/ihrstudy_themes/koza_pandemic_4.pdf
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http://urbandata-challenge.jp/

東京⼤学主催のシビックテック分野における
インフラデータの活⽤と市⺠協働のコミュニティ形成
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アーバンデータチャレンジとは︖
1. 主催︓東京⼤学⽣産技術研究所／東京⼤学空間情報科学

研究センター／ （⼀社）社会基盤情報流通推進協議会／
公益社団法⼈⼟⽊学会

2. 全国の都道府県単位で「地域拠点」を認定、年間を通し
た各種イベント開催を実施し、多様な主体による持続的
なコミュニティの形成・成⻑・横展開を⽬的としていま
す︕=誰でも地域拠点の活動に参加できます
※地域拠点は、公募による活動計画書の提出を経て各都道府県1箇所認定し、
活動経費として、⺠間企業等からの協賛により合計10万円を⽀援

3. 地域課題の解決を⽬的に、地⽅⾃治体・企業・⼤学・市
⺠活動組織等が、データを活⽤してチャレンジする
「コミュニティ形成型・コンテスト」です︕
=誰でもコンテストに作品を応募可能︕賞⾦総額200万円
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アーバンデータチャレンジ第1期 (2013­2018)
2013

⾸都圏で実施（UDCT）

2014
全国展開・拠点ブロック開始

コーディネータ公募

2015
ブロックメンター導⼊
データスポンサー導⼊

学⽣奨励賞導⼊
2016

メンター研修実施
アクティビティ導⼊

ベスト地域拠点賞導⼊

10拠点・56作品応募

20拠点・158作品応募

75作品応募

30拠点・198作品応募

2017
中間シンポ地域拠点で初実施（⾦沢）

本応募作品を対象にファイナル前⽇にデモ・デー開催

40拠点・232作品応募

2018
中間シンポを地域拠点で実施（⻑野）

共通のロゴマーク（CC-BY4.0）・スタッフTシャツ製作

49拠点
200作品応募

全都道府県に
地域拠点設置完了︕
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全国各地でアイデアソン・ハッカソン・ エディタソン・マッピン
グパーティなどなど -> 地域課題の解決⽅法は⼀つではない︕

http://urbandata-challenge.jp/category/2019/localhub19

UDC2019・41の地域拠点で活動
(延べ) 80回／約1,400名の参加者／

61⼈のコーディネーター／30⼈のメンター
地域に潜在する多様なデータｘ地域課題に誰でも挑戦︕

（≒ローカルなPoCやPDCAをどんどん回す)

http://urbandata-challenge.jp/category/2019/localhub19
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UDC2019作品応募の動向
• 本応募作品総数︓162／ 応募率75.8％

– ファイナリスト（最終審査会）への進出作品︓15（約10%︕）
• 概要エントリー総数︓214
• 地域拠点開催イベントからの応募︓82

（愛知:10，南北海道・新潟・岐⾩:6，⼤分・三重・沖縄:5，奈良・岡⼭:4 …）

【本作品の応募内訳】
• アプリケーション︓50作品
• データ︓16作品
• アイデア︓77作品
• アクティビティ︓19作品
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8620

14

11
9 1

⼤学/学校
Code for XX
⺠間企業
公益団体
市⺠団体
⾏政機関

代表者の所属に基づく作品応募組織
合計67機関（前年度:92機関）

「代表者が学⽣」
75作品

(前年度:51作品)
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• 『AED SOS』2013年アプリケーション部⾨⾦賞
→クラウドファウンディングを経てCoaido社を起業、全国展開へ
→東京都起業家海外展開⽀援プログラムX-HUB TOKYO採択

• 『さっぽろ保育園マップ』2014年アプリケーション部⾨⾦賞
→Code for XXによる15地域以上（⽣駒、徳島、流⼭、千葉…）への展開

• 『北海道統計データ閲覧ツールSeseki』2015年アプリケーション部⾨⾦賞
→全国版の公開や⼤学との共同研究
→⼤⼿IT企業から、世界最先端ベンチャー企業へ

• 『のとノットアローン 』2016年アクティビティ部⾨⾦賞
→2015年9⽉のUDCイベントから⾜掛け2年以上の実績
→Mashup Award2016 Civic Wave賞受賞、10以上の団体から⽀援

• 『「互助」×「ICT技術」を活⽤した「みまもりあいプロジェクト」』
2017年アプリケーション部⾨⾦賞・オープンガバメント推進協議会賞銅賞
→アプリケーションと助け合い活動を両⽴したプラットフォーム

• 『⽯造物3Dアーカイブ』2019年⾦賞（アプリケーション作品）
→フォトグラメトリで⽯造物を3D＆オープンデータ化

歴代の受賞作品の⼀部とその後 →各地で活躍︕
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さっぽろ保育園マップ
（2014年度アプリケーション部⾨⾦賞）

http://papamama.codeforsapporo.org/

• 保育園・幼稚園情報は，管
轄機関が異なり⼀元化して
調べられない

• Code for Sapporoで実際に
困っていた参加者が⾃治体
のオープンデータから地図
化機能を含めてアプリケー
ションとして開発

• ソースコードをオープン化
することで，全国どこの地
域でも適⽤可能（15地域以
上に展開）

• 政府CIOポータルオープン
データ100事例資料にも掲載

http://papamama.codeforsapporo.org/
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ちばレポ＆Light-weight road manager → My City Report

市⺠協働＋道路インフラ管理のプラットフォーム化
アーバンデータチャレンジ2016
アプリケーション部⾨・銀賞

ちばレポとは

「道路が傷んでいる」、「公園

の遊具が壊れている」といった

地域の困った課題を、スマホ

アプリを使って市⺠がレポート

することで、市⺠と市、市⺠と

市⺠の間で課題を共有し、

合理的・効率的な解決を⽬

指す仕組みです。

（H26.9.16運⽤開始）

For Road Managers
ダッシュボードに設置したスマホ
で道路点検が実施できる

For Citizens
市⺠がインフラ損傷を発⾒すると
⾏政にレポート＆⾃⼰解決した結
果も共有

https://www.mycityreport.jp

https://www.mycityreport.jp/MCRfrm
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ガッコム安全ナビ
（2019年度銀賞:アプリケーション作品）
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310万 
PV/‗ 

110万 
UU/‗ 

65万 
ツイート 

4.3万 
いいね䈰シェア 

Web⛟ 
‗㯒アクセスỶ 

Web⛟ 
‗㯒ኴ⢙⽐Ỷ 

Twitter 
ⷄ㕾Ꮼ㵓Ỷ 

Facebook 
ⷄ㕾Ꮼ㵓Ỷ 

https://www.gaccom.jp/safety/

• 31種類の事件や犯罪などの種別に対応
• 掲載数40万件以上（地⽅⾃治体や警察署の情報等を元に、独⾃に解
析・分類したものを掲載）

• 事件種別やエリア・特徴・報告時間帯など細かく条件検索も可能

https://www.gaccom.jp/safety/


データ駆動型社会に対応したまちづくりに関する勉強会 292021/02/05

• 都市に関する情報の⾼度化︓3D都市モデル・点群データ etc…
＝まちのデータインフラ化（形状＋属性両⽅とも重要な要素）

1st︓ ⾏政内部でのデータに基づく政策評価
↓

2nd︓ 業務効率化＆市⺠説明のインフラとしてのデータ「開放」
オープン・バイ｛デフォルト＆デザイン｝

↓
3rd: 参加型データ社会︓データ＋市⺠協働型課題解決

≒「持続的な」データ活⽤の場の形成

⇅
Ø市⺠・住⺠が有する様々な

街の情報（知識基盤）・新しい技術の持ち寄り
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Thank you!

tosseto@csis.u-tokyo.ac.jp
http://researchmap.jp/tosseto

https://speakerdeck.com/tosseto

http://researchmap.jp/tosseto
https://speakerdeck.com/tosseto

